


議案 第 1 号 


いわ て 未来 
会 を 開催 し 、 
を 4 回 開催 し 
機構 の 活動 を 
し か し な が 
が 十分 と は い 


平成 20 年 度 実績 報告 


づく り 機 構 ( 以下 「 機構 」 と いう 。) 設立 の 初 年 度 で ある 平成 20 年 度 に お いて は 、 設 立 総 
ラウ ンド テー ブル を 4 回 、 作 業 部 会 を 延べ 35 回 、 機 構 又 は 作業 部 会 主催 に よる 講演 会 
た 。 ま た 、 岩 手 県 民 情報 交流 セン ター( アイ ー ナ ) 3 階 に 常設 の 事務 局 を 整備 する な ど 、 
軌道 に の せる こと が で きた 。 

ら 、 設 立 初 年 度 で ある こと な どか ら 、 機 構 の 趣旨 や 活動 内 容 に 関す る 会 員 や 県 民 へ の 周知 
え ず 、 ま た 、 新 た な 会 員 の 獲得 が 少な か っ た 、 な どの 課題 も 残っ た 。 
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開催 

: 平成 20 年 4 月 24 日 ( 木 ) 15 時 

: 機構 の 設立 、 事 業 計画 と 会 則 の 承認 

: ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 3 階 「 星雲 」 

: 約 100 名 

ド テー ブル の 開催 

回 ラウ ンド テー ブル 

日 : 平成 20 年 4 月 24 日 ( 木 ) 15 時 

容 : 平山 岩手 大 学 学長 と 永野 岩手 銀行 代表 取締 役 会 長 か ら プレ ゼン テー ショ ン が あり 、 そ 
の 後 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー に より ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い 、 機 構 の 当面 の 5 つの 
テー マ が 決定 され た 。 

所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 3 階 「 星雲 」 

者 : 約 100 名 

回 ラウ ンド テー ブル 

日 : 平成 20 年 7 月 30 日 ( 水 ) 13 時 30 分 

所 : 岩手 銀行 本 店 9 階 大 会 議 室 

容 : 各 作 業 部 会 か ら の 活動 状況 報告 と 今後 の 各 作 業 部 会 の 活動 方 身 に つい て ラウ ンド テー 
ブル メン バー に よる 意見 交換 が 行わ れ た 。 

者 : 約 50 名 

回 ラウ ンド テー ブル 

日 : 平成 20 年 12 月 12 日 ( 金 ) 10 時 

所 : 岩手 県 店 12 階 特別 会 議 室 

容 :「 一 次 産品 の 高 機能 化 」 作業 部 会 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 」 作 業 部 会 か ら 、 各 作 
業 部 会 に お ける 論点 の 整理 と 今後 の 検討 課題 の 報告 が あり 、 続 いて 「 農業 及び 農産 物 
の 高 機能 化 に どう 取り 組む か 」 に つい て ディ スカ ッ シ ョ ン が 行わ れ た 。 

者 : 約 40 名 

回 ラウ ンド テー ブル 

日 : 平成 21 年 2 月 9 日 ( 月 ) 13 時 30 分 

所 : 盛岡 市 産学 官 連携 研究 セン ター( コラ ボ MI U) 1 階 大 会 議 室 
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内 容 :「 産業 基盤 の 集積 と 強化 」 作 業 部 会 か ら 中間 と り ま と め に つい て の 報告 が あり 、 続 い 
て 「 製造 業 を 中 心 と する 今後 の 振興 策 等 」 に つい て ディ スカ ッ シ ョ ン が 行わ れ た 。 
その 後 、 緊 急 ア クシ ョ ンプ ラン に つい て 協議 され た 。 

参加 者 : 約 30 名 

(3 作業 部 会 の 開催 状況 (資料 参照) 

第 1 作業 部 会 か ら 第 5 作業 部 会 まで 5 つの 作業 部 会 が 設置 され て お り 、 月 2 回 程度 の 部 会 を 開 
催し 、 議 論 を 進め て いる 。 議 論 や 活動 の 内 容 は 、 ラ ウン ド テー ブル の 場 に お いて 随時 報告 し て い 
る と ころ で ある 。 

第 1 作業 部 会 : 一 次 産品 の 高 機能 化 ( 座長 : 岩手 銀行 お 客 さ ま サ ービス 部 稲垣 副 部 長 ) 

8 回 開催 、 ア グリ ビジ ネス フォ ー ラ ム の 実施 

第 2 作業 部 会 : 産業 基盤 の 集積 と 強化 ( 座長 : 岩手 大 学 岩渕 教授 ) 

8 回 開催 緊急 アク ショ ンプ ラン と し て 工場 見 学会 の 実施 

第 3 作業 部 会 : 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 ( 座長 : 岩手 県 大 平 政策 調査 監 ) 

9 回 開催 イン ター ネッ ト 販売 に 関す る 講演 会 を 開催 、 買 うな ら 岩 手 の も の 運 
動 ロ ゴマ ー ク の 公募 
第 4 作業 部 会 : 地域 力 を 支え る 人材 育成 ( 座長 : 岩手 大 学 木村 教授 ) 
5 回 開催 地域 ( 力 ) を 支え る 人 材 育成 に 関す る アン ケー ト 調査 の 実施 
第 5 作業 部 会 : 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 実 ( 座長 : 岩手 県 立 大 学 久保 事務 局長 代理 ) 
6 回 開催 社会 政策 セミ ナー を 開催 、 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 
会 議 へ の 参加 、 県 民 み ん な で 支え る 地域 医療 シン ポジ ウム の 開催 
(4 事務 局 体制 の 整備 
ア 平成 20 年 5 月 19 日 か ら 岩 手 県 民 情報 交流 セン ター( アイ ー ナ ) 3 階 に 事務 局 を 開設 し た 。 
職員 2 名 が 常駐 。 
イ 平成 20 年 7 月 1 日 より 機構 専用 の ホー ムペ ー ジ を 開設 し 、 運 用 を 開始 し た 。 

公開 用 : http://iwatemrai . co 

会 員 専用 : http://iwatenmrai . comxoops/ 

ウ ラウ ンド テー ブル の 報告 を 中 心 に 、 機 関 紙 「 いわ て 未来 づく り 機 構 だ より 」 を 第 1 ~4 号 を 発 
行 し た 。 


2 主要 な 成果 網 掛け は 機構 が 主体 と な っ た 事業 
①「 が ん ば ろう ! 岩手 」 緊 急 ア ピー ル 
平成 20 年 7 月 30 日 に 開催 され た 第 2 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 、 二 度 の 大 き な 地 震 や 平泉 の 
文化 遺産 の 世界 遺産 登録 延期 な ど を 乗り 越え 、 県 内 外 へ 向け て 元気 に が ん ば る 岩手 の 姿 を 発信 する 
た め 、 機 構 と し て 「 が ん ば ろう 「! 岩手 」 緊 急 ア ピー ル を 行う こと 及び 「 が ん ば ろう ! 岩手 」 と 連携 
し た 活動 を 行う こと が 提言 され 、 直 ち に 緊急 アピール を 行っ た 。 


② 医 療 に 関す る 県 民 運 動 の 提言 
平成 20 年 7 月 30 日 に 開催 され た 第 2 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 、 医 療 と 福祉 の 充実 作業 部 会 
が 県 民 み ん な で 地域 医療 を 支え る 体制 づく り の 検討 を 行っ て いる こと を 報告 。 こ れ を 受け 、 ラ ウン 
ド テ ー ブ ル か ら は 、 県 か ら 押 し つけ る よう な 県 民 運動 で は な く 、 県 と 機構 が 連携 し た 官民 協 働 に よ 
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る 県 民 運 動 を 展開 する こと を 提言 され た 。 


③ 社 会 政策 セミ ナー「 これ か ら の 医療 と 福祉 の 行方 」 の 開催 

平成 20 年 8 月 4 日 、 県 店 12 階 特別 会 議 室 に お いて 、「 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充実 」 作 業 部 会 
メン バー の 他 約 30 名 が 参加 し て 開催 され た 。 

内 閣府 政策 統括 官 ( 経済 社会 シス テム ) 付 参 事 官 ( 社会 シス テム 担当 ) 大 島 一 博 氏 より 、 深 刻 化 
する 医師 不足 や 高齢 化 の 進展 に よる 地域 で の ケア シス テム づく り の 必要 性 と いっ た 、 医 療 と 福祉 に 
つい て 地域 が 抱え る 課題 に 対し 、 国 で は どの よう な 方 向 性 で 対応 し よう と し て いる の か に つい て ご 
講演 を いた だ いた 。 


④ 戦 略 的 大 学 連 携 支援 事業 ( 文部 科学 省 ) の 採択 
教育 研究 分 野 の 異な る 5 大 学 が 、 自 ら の 大 学 の 特長 を 最大 限 に 生か し つつ 、 連 携 を 強化 し て 「 地 
域 の 知 の 拠点 」 を 形成 し 、 豊 か な 地域 社会 の 創出 と その 活性 化 に 貢献 する た め 、 地 域 の 中 核 を 担う 
人 材 育成 を 目指 す 「 いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム : イー ハト 一 ブ キ ャ ン パス 」 が 設立 され た ( 平 
成 20 年 8 月 19 日 )。 
コン ソー シア ム で は 、 教 育 研 究 環境 の 基盤 整備 ( 共通 キャ ン パ ス の 整備 等 )、 教 育 力 の 向上 ( 岩 
手 学 講座 の 開設 等 )、 知 の 拠点 形成 ( 地域 医療 ・ 福 祉 の 向上 を 目指 す 研 究 の 推進 等 ) な ど を 行う と 
と も に 、 シ ンク タン ク と し て 機構 に 参画 し 、 県 内 諸 課 題 の 解決 を 図る 。 
な お 、「 地域 力 を 支え る 人材 育成 」 作業 部 会 で は 、5 大 学 か ら の 参加 を 得 て い る こと か ら コ ン ソ 
ー シ ア ム と の 連携 を 図っ て いく 。 な お 、 機 構 か ら は コン ソー シア ム の 評価 委員 会 へ 委員 を 派遣 し て 
いる 。 


⑤ マ ー ケ ティ ング セミ ナー「 VEB3. 0 時 代 の 情報 化 戦略 て マイ ンタ ーネット で の 拡販 術 一 」 の 開催 

平成 20 年 9 月 26 日 、 ア イー ナ 804A 会 議 室 に お いて 、「 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 」 作 業 部 会 メ 
ン バ ー を 中 心 に 、 一 般 の 方 も 含め 約 40 名 が 参加 し て 開催 され た 。 
株 式 会 社 ALBERT( 東京 都 ) メデ ィ ア 事業 部 チー フ マ ネ ー ジ ャ 一 菅 由 紀子 氏 が イン ター ネッ ト 通販 
に お ける アク セス アッ プ の た め の ノ ウ ハ ウ ( モー ル ※1 へ の 参加 、 リ ステ ィング 広告 ※ ぷ 2 、S EO 
対策 3 、 レ コメ ン デ ーション デ ※4 ) に 関し て 講演 し た 。 

※1 イン ター ネッ ト 上 に 仮想 商店 街 の こと 。 楽 天 市 場 な ど が 有名 。 

※2 検索 エン ジン の 検索 結果 ペー ジ に 有料 で テキ スト 広告 を 表示 する サー ビス 

※3 検索 エン ジン の 検索 結果 の 上 位 に 自社 の サイ ト が 表示 され る た め の 対 策 

※4 イン ター ネッ ト 上 で 、 オ スス メ の 商品 や コン テン ツ を 表示 する サー ビス 


⑥⑯ ア グリ ビジ ネス フォ ー ラ ム の 開催 
平成 20 年 11 月 25 日 、 岩 手 銀行 本 店 大 会 議 室 に お いて 、「 一 次 産品 の 高 機能 化 」 作 業 部 会 メン バ 
ー、 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 関 係 者 な ど を 中 心 に 、 約 160 名 が 参加 し て 開催 され た 。 
フォ ー ラ ム で は 、 永野 岩 手 銀行 代表 取締 役 会 長 よ り 、「 岩手 の 農 商工 連携 を 考え る 」 を テー マ に 
基調 講演 が あり 、 続 いて 、「 農 商工 連携 に どう 取り 組む か 」 を テー マ に パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン が 
行わ れ た 。 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン に は 、 西 部 開発 農産 : 照井 耕一 社長 、 多 田 自然 農場 : 多田 克彦 社長 、 マ 


イヤ : 米谷 春夫 社長 、 岩 手 県 産業 創造 アド バイ ザー: 中 野 勝 種 氏 、 岩 手 大 学 : 森村 伸 男 教授 、 日 新 
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堂 八 角 病 院 : 樋口 統 副 理事 長 、 日 本 政策 金融 公庫 : 安藤 毒 男 盛岡 支店 長 と いっ た さま ざま な 分 野 か 
ら の パネ リス ト が 議論 を 展開 し た 。 


⑦ 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 の 設立 

② の ラウ ンド テー ブル か ら の 提言 を 受け 、「 医療 と 福祉 の 充実 作業 部 会 」 と 県 の 保健 福祉 部 が 協 
議 を 重ね た 。 

この よう な 議論 を 経て 、 医 師 不足 や 診療 科 の 地域 偏在 等 の 厳し い 医 療 環境 の 中 に あっ て 、 県 民 が 
将来 に わた り 必要 な 医療 を 適切 に 受け る た め の 地 域 医療 を 確保 し て いく た め に 、 自 ら の 健康 は 自分 
で 守る と の 認識 を 持つ こと や 、 症 状 や 医療 機関 の 役割 分 担 に 応じ た 適切 な 受診 等 に つい て の 意識 啓 
発 等 を 全 県 的 に 推進 し 、 県 民 総 参加 型 の 地域 医療 体制 づく り を 県 民 運 動 的 に 取り 組ん で いく 「 県 民 
みん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 」 が 平成 20 年 11 月 28 日 に 設立 され た 。 

機構 で は 、 推 進 会 議 に 参加 する と と も に 、「 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充実 」 作 業 部 会 が 推進 会 議 
事務 局 の 中 核 的 役割 を 担い 、 協 働 し 活動 を 行う 。 


⑧ 雇 用 の 維持 確保 に 関す る 要請 
平成 20 年 12 月 12 日 の 第 3 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 、 達 増 知事 が ラウ ンド テー ブル メン バ 
ー、 会 員 等 関係 機関 へ 向け て 、 地 域 の 雇用 の 維持 確保 に 最大 限 の 努力 を は ら っ て いた だ きた い 旨 お 
願い し た 。 
これ に 対し て 、 永 野 岩 手 銀行 代表 取締 役 会 長 よ り 、 雇 用 責任 は 重大 な 経営 責任 の ひと つ で あり 、 
可能 な 限り 雇用 を 守る 旨 回 答 が あっ た 。 


⑨「 買う な ら 岩手 の も の 」 運 動 の 推進 を 提言 
岩手 県 内 を は じ め 、 経 済 が 厳し い 局 面 に ある 今 こ そ 、 地 域 が 持つ 価値 を あら た め て 見 つめ 直し 、 
地域 の 良さ を 守り 育て て いく こと が 大 切 で ある こと か ら 、 機 構 で は 、 岩 手 県 内 に お いて つく られ て 
いる 多く の 優れ た 商品 や サー ビス を 、 岩 手 に 住む 人 自身 が 知り 、 育 て て いく 活動 で ある 「 買う な ら 
岩手 の も の 」 運 動 を 進め る こと を 決定 。 こ の 運動 を 盛り 上 げ て いく た め 、「 買う な ら 岩手 の も の 」 
運動 を 表す ロゴ マー ク を 募集 する こと と し た 。 


⑩ 緊 急 ア クシ ョ ン の 提言 

平成 21 年 2 月 9 日 に 開催 され た 第 4 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 、 産 学 官 が 連携 し 、 経 済 危 機 

に 対応 する た め 、 次 の 2 つの 緊急 アク ショ ン が 提言 され 、 決 定 し た 。( 取組 内 容 は 後述 ) 

アク ショ ン 1 : 中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 金 の 説明 会 の 開催 
経営 状況 が 悪化 し た 企業 が 、 従 業 員 に 休業 、 教 育 訓練 また は 出向 を させ た 場合 に 、 手 当 も し 
く は 賃金 等 の 一 部 を 助成 する 中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 制度 を 効果 的 に 活用 する た め 、 説明 会 
の 開催 し 、 会 員 は 教育 訓練 等 の 支援 メニ ュー を 検討 る こと と し た 。 

アク ショ ン 2 : 大 学生 に よる 工場 見 学会 の 開催 
雇用 情勢 が 悪化 する 一 方 で 採用 意欲 が ある 地元 企業 へ の 理解 を 深め 、 大 学生 と 地元 企業 の マ 
ッ チ ング を 支援 する た め 、 工 場 見 学会 を 開催 する こと と し た 。 


⑪ 県 民 み ん な で 支え る 地域 医療 シン ポジ ウム の 開催 
ー イー 


平成 21 年 2 月 10 日 、 盛岡 地域 交流 セン ター( マリ オス ) 大 ホー ル に お いて 、、 機 構 会 員 を は じ め 、 
約 1, 000 名 が 参加 し て 開催 され た 。 

自分 た ち が 住み な れ た 地域 で 必要 な 医療 を 受け な が ら 安心 し て 生活 し て いく た め に は 、 医 療 関係 
者 だ け で は な く 、 県 民 一 人 ひと り が 医療 の 一 方 の 担い 手 で ある と の 意識 の も と に 、「 住民 が 地域 の 
医療 を 支え て いく 」 と いう 新しい 視点 か ら 、 県 民 が で きる こと は 何 か を 考え て いこ うと する も の 。 

達 増 知事 か ら の 県 の 取組 に 関す る 報告 に 続き 、 基 調 講演 と し て N P O 法人 ささ え あ い 医 療 人 権 セ 
ンタ ーCOML の 辻本 好 子 理事 長 が 「 と も に 支え あう 医療 と は 何 か 」 と し て 講演 し た 。 最 後に 「 治 
す 医 療 か ら 治し 支え る 医療 」 を テー マ に シン ポジ ウム が 行わ れ た 。 


⑫ 中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 金 制度 説明 会 の 開催 

【 緊急 アク ショ ンプ ラン 1 】 悪化 する 経済 情勢 を 受け て 、 国 の 支援 策 を 有効 に 活用 し 、 雇 用 の 維 
持 を 図る た め 、 平 成 21 年 2 月 24 日 に 岩手 県 立 大 学 ア イー ナ キ ャ ン パ ス に お いて 、 約 40 名 が 参加 
し て 、 中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 金 制度 説明 会 を 開催 し 、 岩 手 労働 局 か ら 説明 が あっ た 。 

中 小 企業 緊急 雇用 安定 助成 金 は 、 経 営 状 態 の 悪化 し た 企業 が 、 従業 員 に 休業 、 教 育 訓練 又は 出向 
を させ た 場合 に 、 手 当 若 し く は 賃金 等 の 一 部 を 助成 され る も の で あり 、 昨 今 そ の 利用 が 増え て いる 
が 、 対 象 と な る 教育 訓練 に 制約 が ある な どの 留意 事項 が ある こと か ら 、 説 明 会 を 開催 し た も の で あ 
る 。 


⑬ 工 場 見 学会 の 開催 
【 緊急 アク ショ ンプ ラン 2 】 工場 見 学会 を 平成 21 年 2 月 19 日 、23 日 、27 日 の 3 回 ( 延べ 9 社 ) 
行っ た 。 
見 学 し た 企業 は 、 シ チズ ン 東北 、 東 北 佐 竹 製作 所 、 ミ ヤノ 北上 工場 、 和 同 産 業 、 サ ン ポ ッ ト 、 デ 
ン ロ コ ー ポ レー ショ ン 東 北 ガ ル バ ー セ ンタ ー、 明 治 製菓 北上 工場 、 岩 手 ヤ クル ト 工場 、 ア ジテ ッ ク 
の 9 社 で あり 、 延 べ 約 50 名 の 学生 が 参加 し た 。 


⑭ い わ て 農 商 工 連 携 フ ァ ン ド の 組成 
地域 の 産業 を 支え る 中 小 企業 者 と 農林 漁業 者 の 連携 (「 農 商工 連携 」) を 支援 する た め 、 中 小 企業 
基盤 整備 機構 、 岩 手 銀行 、 北 日 本 銀行 、 東 北 銀行 か ら 無利子 融資 を 受け 、 そ の 運用 益 を も と に 、 い 
わ て 産業 振興 セン ター が 事業 主体 と な り 助成 を 行う いわ て 農 商 工 連 携 フ ァ ン ド が 組成 され 、 平 成 21 
年 3 月 12 日 に 調印 式 が 行わ れ た 。 
機構 に お ける 「 一 次 産品 の 高 機能 化 」 及 び 「 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 」 の 各 作 業 部 会 の 議論 を 
具現 化す る た め の 仕 組み と し て 活用 を 図っ て いく 。 


⑮ 買 う な ら 岩 手 の も の 運動 の 推進 
機構 で は 県 民 1 人 が 「 岩手 の も の 」 を 新た に 月 1 千 円 購入 し た 場合 、 年 93 億 円 の 経済 波及 効果 
が 得 ら れる な どの 試算 を 公表 し た 。 
ロゴ マー ク の 公募 に つい て は 、60 作品 の 応募 が あり 、 厳 正 な 審査 の 結果 、 採 用 作品 1 点 と 優秀 作 
品 2 点 を 決定 し 、 平 成 21 年 3 月 26 日 に 発表 し た 。 
今後 は 、 ロ ゴマ ー ク を 会 員 等 を 通じ 周知 を 図り 、 岩 手 に 住む 人 た ち に 対し 、 運 動 の 趣旨 と 岩手 発 
の モノ を 知ら せる 活動 を 行っ て いく 。 
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⑯ 産 学 官 連携 拠点 ( 文部 科学 省 ・ 経済 産業 省 ) へ の 応募 
産学 官 連携 拠点 の 形成 は 、 国 の 「 科学 技術 に よる 地域 活性 化 戦略 」 に 位置 付け られ た 取り 組み で 
ある 。 


地域 の 特長 や 強み を 活か し 、 地 域 産業 の 競争 力 強 化 や 新 産業 創出 に よる 産業 構造 改革 な ど を 目指 
し て 産学 官 連携 活動 が 行わ れる 拠点 ( 地域 中 核 産 学 官 連携 拠点 ) を 選定 し 、 そ れ ら に 関係 府 省 、 自 
治 体 等 の 各種 の 施策 を 有機 的 に 組み 合わ せ て 総合 的 ・ 集 中 的 に 実施 する こと に より 、 人 材 育 成 ・ 基 
礎 研 究 か ら 実 用 化 ・ 事 業 化 ま で の 活動 を 産学 官 が 有機 的 に 連携 し て 推進 し 、 持 続 的 ・ 発 展 的 に イノ 
ベー ショ ン を 創出 する 仕組 み を 構築 する 事業 で ある ( 平成 2 1 年 度 文部 科学 省 ・ 経済 産業 省 共管 の 
新規 事業 )。 

平成 21 年 3 月 31 日 に 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 ・ 岩手 大 学 ・ 岩 手 県 の 三 者 が 連名 で 応募 し 、 い わ 
て 未来 づく り 機構 は この 事業 の 調整 機関 と し て 連絡 調整 の 事務 局 機能 を 担う も の で ある 。 


⑰ 農 業者 向け 無 担 保 ビ ジネス ロー ン 
岩手 銀行 は 、 平 成 21 年 4 月 6 日 より 、 県 農業 信用 基金 協会 と 提携 し 、 農 業者 向け 無 担保 ビジ ネ 
スロ ー ン の 取り 扱い を 開始 し た 。 
これ は 、「 一 次 産品 の 高 機能 化 」 作業 部 会 の 議論 を 踏ま ほえ 、 農 業 経営 に 必要 な 資金 を 供給 する し 
くみ と し て 、 ア グリ ビジ ネス を 支援 し て いく も の で ある 。 


⑯ 地 方 公共 団体 と の モデ ル 連 携 事業 ( 岩手 県 内 企業 等 の ブラ ンド 調査 ) 
県 内 企業 の 国内 外 の 競争 力 を 高め 、 地 域 経済 の 活性 化 を 図る た め 、「 岩手 ブラ ンド 」 の 確立 に 向 
け 、 県 内 企業 等 が 取り 組む べき 課題 を 整理 し 、 今 後 の 施策 展開 の 参考 資料 を 得る こと を 目的 に 実施 
し た も の で 、 経 済 産業 省 の 2 0 年 度 事業 で ある 。 
「 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 」 作 業 部 会 の 議論 を 踏ま えな が ら 、 東 北 経済 産業 局 に 県 ( 産業 経済 
交流 課 ) が 提案 し 、 岩 手 県 内 企業 2 , 6 7 5 社 に ブラ ンド の 現状 な ど に つい て アン ケー ト を 実施 し 
た 。 





議案 第 2 号 - 
平成 21 年 度 事業 計画 


1 基本 的 考え 方 

平成 21 年 度 は 、 い わ て 未来 づく り 機 構 ( 以下 「 機構 」 と いう 。) の 2 年 目 で ある こと か ら 、 機 
構 の 活動 と その 成果 を 具体 的 に 県 民 に 示し て いく こと が 求め られ る 。 

また 、 組 織 の 改革 や 新規 会 員 の 募集 な ど を 柔軟 に 行い 、 よ り 実 効 性 の 高い 組織 と し て いく こと で 、 
機構 に 対す る 信頼 性 を 高め て いく こと が 必要 で ある 。 


2 事業 内 容 


(1 ) 


(2 ) 


(3) 


総会 の 開催 
開 催 日 : 平成 21 年 5 月 11 日 
内 容 : 日 21 事 業 の 実績 報告 、H 21 事業 計画 の 承認 
ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 報告 等 
ラウ ンド テー ブル の 開催 
開催 回 数 : 年 3 回 程度 
[ 第 1 回 
開 催 日 : 平成 21 年 5 月 11 日 
内 容 : ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に 係る 承認 等 
[ 第 2 回 以降 ] 
開催 日 : 9 月 、2 月 ( 予定 ) 
内 容 : 作業 部 会 の 検討 状況 の 報告 及び 意見 交換 、 緊 急 課題 へ の 提言 等 
作業 部 会 の 開催 及び 事業 
第 1 作業 部 会 ( 一 次 産品 の 高 機能 化 ) 
・ 賃貸 可能 な 農地 情報 の 集約 
・ 農業 参入 する 企業 法人 の 発掘 
・ 新規 参入 者 へ の 支援 ( 販売 量 の 確保 と 販路 開拓 、 産 業 資本 と の 連携 支援 、 作 目 選定 の 助 
言 、 生 産 技術 、 土 壌 改良 技術 等 の 提供 ) 
第 2 作業 部 会 ( 産業 基盤 の 集積 と 強化) 
・ 工場 見 学会 の 実施 
・ 緊急 企業 説明 & 就職 セミ ナー の 開催 
・ 雇 用 安定 助成 金 に 対応 し た 講習 会 の 実施 ( 岩手 マイ スタ ー 事 業 と の 連携 ) 
・ ア クシ ョ ンプ ラン の 策定 と 実施 ( 具体 的 戦略 、 支 援 策 の 具体 化 ) 
第 3 作業 部 会 ( 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 ) 
・ 年 度 内 に 「 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展 開 の 中 間取り まとめ を 行う 。 
・ 具体 的 な 実践 活動 と し て 、 岩 手 ブラ ンド の 浸透 = 岩手 ファ ン を 増やす た め の 取 組 
・ 岩手 の 価 値 を 守り 、 育 て る 仕組 み づ く り ( 買う な ら 岩 手 の も の 運動 の 推進 な ど ) 
・ 良い 素 材 、 良 い 製品 で は な く 、 売 れる 商品 を つく る 取組 
・ 岩手 ブラ ンド に 関す る 情報 マネ ジメント 戦略 の 構築 
第 4 作業 部 会 ( 地域 力 を 支え る 人 材 育成 ) 
・ ア ン ケ ー ト の 実施 
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・ ア ン ケ ー ト 結果 の 分 析 と 公表 
・ 調査 結果 に 基づく 公開 検討 会 の 実施 
第 5 作業 部 会 ( 医療 と 福祉 体制 の 整備 ・ 充 実 ) 
・ 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議事 業 へ の 参加 
・ 医 療 ・ 福 祉 の 連携 体制 の 検討 
・ 医 療 ・ 福 祉 に 係る シン ポジ ウム ・ セ ミナ ー の 開催 
(4 ) 各種 事業 の 実施 
① 産学 官 連携 拠点 ( 文部 科学 省 ・ 経済 産業 省 : 申請 中 ) な ど 産 学 官 連携 事業 に 係る プラ ッ ト 
ホー ム ( 調整 機関 ) と し て の 役割 
買う な ら 岩手 の も の 運動 の 推進 
緊急 アク ショ ンプ ラン の フォ ロー アッ プ 事 業 ( 工場 見 学会 、 も の づく り 企 業 就職 説明 会 、 
緊急 雇用 安定 助成 金 制度 対応 カリ キュ ラム の 作成 な ど ) の 実施 
⑧ 各種 事業 へ の 提案 ・ 応募 ( シン ポジ ウム な ど ) 
(5) 他 機 関 と の 連携 
岩手 大 学 フ ェ ア ( 6/12~14: いわ て 銀河 プラ ザ ) の 共催 及び 共同 実施 
いわ て 産学 連携 推進 協議 会 ( リエ ゾン -1| ) へ 経営 相談 ブー ス の 出展 
会 員 機関 の 実施 する 事業 へ の 後援 ( テク ノ フ ェ ア は な まき 2009( 10/23~25) へ の 後援 ) 
いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム 、 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 ひ な ど と の 協 
働 
(6) 会 員 間 ネッ トワ ー ク の 強化 
会 員 限 定 ホ ー ム ペー ジ を 作業 部 会 等 の 意見 交換 の 場 と し て 活用 
会 員 か ら の 情報 提供 に よる 情報 共有 の 場 と し て 活用 
(7 ) 広報 及び 啓発 活動 
機構 だ より の 発行 ( 継続 ) 
ホー ムペ ー ジ を 活用 し 、 広 く 県 民 に 情報 を 発信 ( 継続 ) 
地域 S N S や 有力 ブロ グ へ の 投稿 に よる 口コミ 情報 の 利用 
(8) 新規 会 員 の 獲得 
機構 の 趣旨 と 利点 を 理解 し て いた だ き 、 よ り 多 く の セ クタ ー を は じ め 、 個 々 の 企業 か ら の 参 
加 が 得 ら れる よう に 勧誘 活動 を 行う 。 


③ 
④ 


OO 


平成 21 年 度 


いわ て 未来 づく り 機構 総会 





日 時 : 平成 21 年 5 月 11 日 ( 月 ) 15: 00 て 17: 30 
会 場 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
4 階 「 メト ロ ポ リタ ン ホ ー ル 」 


次 第 
第 1 部 総会 
1 開会 
2 共同 代表 あい さ つ 岩手 県 知事 達 増 拓也 
3 議 


(1) 第 1 号 議案 平成 20 年 度 事 業 報告 に つい て 
(2 第 2 号 議案 平成 21 年 度 事業 計画 ( 案 ) に つい て 
4 閉会 


第 2 部 基調 講演 


日 本 銀行 仙台 支店 支店 長 福田 一 雄 氏 
「 最近 の 金融 経済 情勢 」 


会 員 交 流 会 17:45~19:00 4 階 「 メト ロ ポ リタ ン ホ ー ル 」 ( 会 費 : 5000 円 ) 


平成 21 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 総会 知事 あい さ つ 


平成 21 年 度 い わ て 未来 づく り 機 構 総会 の 開催 に 当たり 、 ご あい さ つ を 申し 上 げ ま す 。 


皆様 に は 、 日 頃 か ら 「 いわ て 未来 づく り 機 構 」 の 活動 に 御 理 解 と 御 協 力 を 賜り 、 さ ら に 、 本 日 は お 
忙し い 中 、 御 列席 、 だ さい まし た こと に 、 厚 く 御礼 申し 上 げ ま す 。 


さて 、 県 内 の 経済 情勢 は 、 日 本 銀行 盛岡 事務 所 が 発表 し た 3 月 の 県 内 金融 経済 概況 に お いて も 大 
幅 に 悪化 し て お り 、 厳し さ を 増 し て いる 」 と 2 か 月 連続 で 下方 修正 され る な ど 極 め て 厳し い 状 況 と な 
っ て お り ま す 。 経済 危機 は 、 残 念 な が ら ま だ 当分 続い て いく と 予想 され ます が 、 こ の よう な 状況 だ か 
ら こ そ 、 県 民 を 守り 、 岩 手 を 守る た め に は 、 オ ー ル 岩手 の 総力 を 結集 し て 危機 に 立ち 向かっ て いか な 
けれ ば な り ま せん 。 


機構 に お いて も 、 設 立 か ら の こ の 1 年 間 、5 つの テー マ を 設定 し 、 ラ ウン ド テー ブル で 議論 を 重ね 、 

それ ぞ れ の 作業 部 会 で 様々 な 組織 の 智 惹 と 行動 力 を 結集 し て 参り まし た 。 その 結果 、 県民 みん な で 支 
える 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 の 設立 、 マ ー ケ ティ ング 等 に 関す る 講演 会 や アグ リ ビ ジ ネ ス フ ォ ー ラ ム 
の 開催 、 雇 用 に 関す る 緊急 アク ショ ンプ ラン の 実施 な ど 着 実 な 成果 を あげ る こと が で きま し た 。 


本 年 度 も 、 地 域 の 自立 と 活性 化 と いう 目標 に 向かい 、 組 織 の 利害 を 超え て 議論 し て 参り ます 。 ま た 、 
よい アイ デア が あれ ば すぐ に 実践 し て いく こと も 機構 の 活動 の 特色 で あり ます こと か ら 、 昨 年 度 未 か 
ら 取り 組ん で いる 、「 買う な ら 岩 手 の も の 運動 」 や 、 各 種 産学 官 連携 事業 の プラ ッ ト ホー ム と し て の 
役割 を 果たす な ど 実 践 的 活動 に つい て も 引き 続き 取り 組ん で 参り た いと 考え て お り ま す 。 


本 日 の 総会 で は 、 こ の 1 年 間 の 機構 の 活動 実績 を 報告 いた し ます と と も に 、 本 年 度 の 機構 の 事業 計 
画 に つい て ご 審議 いた だ く こ と と し て お り ま す 。 どう か 会 員 の 皆様 に お か れ ま し て も 、 各 作 業 部 会 の 
取り 組み 内 容 や 方 向 性 に つき まし て 、、 積 極 的 に ご 意見 や アイ デア な ど を お 示し いた だ きま す よ うお 願 
い 申 し 上 げ ま す 。 


また 、 本 日 は 、 日 本 銀行 仙台 支店 福田 一 雄 ( ふく だ か ず お ) 支店 長 を お 招き し 、 最 近 の 経済 情 
勢 に つい て ご 講演 を いた だ きま すこ と か ら 、 今後 の 岩手 の ある べき 姿 や 、 機構 の 活動 の 方 向 性 に つき 
まし て も 皆様 と と も に 考え て いき た いと 思っ て お り ま す 。 

経済 危機 を は じ め と し た 県 内 に お ける 様々 な 危機 に 対し て も 、 こ の 機構 の 活動 を 通じ 、 多 く の 組 織 
が 智 地 と 行動 力 を 結集 する こと が 、 岩手 の 持つ 可能 性 を 確か な も の と し 、 危機 を 希望 に 変え て いく こ 
と が で きる と 確信 し て お り ま すこ と か ら 、 機 構 の 活動 へ の 更 な る 御 協 力 を お 願い 申し 上 げ ご あい さ つ 
と いた し ます 。 


平成 21 年 5 月 11 日 
いわ て 未来 づく り 機 構 共同 代表 
岩手 県 知事 達 増 拓也 


